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９
月
議
会
は
５
日

に
開
会
し
、

28
日
ま

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
執
行
部
か
ら
の

提
案
は
報
告
が
７
件
、

議
案
は
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
認
定

な
ど

30
件
が
提
案 

           

【山
形
議
員
】 

い
じ
め
の
背
景

に
は
、
今
日
の
政
治
や
経
済
社

会
が
生
み
出
す
家
族
の
貧
困
、

ネ
ッ
ト
社
会
、
地
域
力
の
欠
如
、

勝
ち
組
・
負
け
組
を
生
み
出
す

競
争
社
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
し
た
病
ん
だ
社
会
で
、

抱
え
き
れ
な
い
ス
ト
レ
ス
や
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
生
き
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
行
政
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
大
き
な
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【教
育
長
】 

い
じ
め
ら
れ
て
い

る
子
に
対
し
て
は
絶
対
に
守
る

と
い
う
学
校
の
思
い
を
本
人
や

家
庭
に
伝
え
、
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。 

      

さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
般
質
問
で
山
形
議
員
は
、

「
い
じ
め
」
を
生
み
出
さ
ず
、

ど
の
子
も
生
き
る
力
を
は
ぐ
く

む
教
育
の
実
施
と
、
即
時
原
発

ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
、

子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
実
施
を

求
め
る
質
問
、
さ
ら
に
高
濃
度 

          
【山
形
議
員
】 

「
い
じ
め
」
な

ど
に
係
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
、
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と

を
す
る
の
か
と
真
剣
に
向
き
合

う
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も
が
お

か
れ
た
苦
し
い
環
境
な
ど
を
理

解
し
、
そ
ば
で
支
え
る
こ
と
が

何
よ
り
も
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
も

30
人
以
下
の
少
人
数

学
級
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

【教
育
長
】 

少
人
数
学
級
は
教

育
的
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
国
や
県
の
動
向
を
見

据
え
な
が
ら
、
少
人
数
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

    

【山
形
議
員
】教
育
の
目
標
は
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の

「
人
格
の
完
成
」
を
目
指
す
こ

と
、
発
達
の
可
能
性
を
最
大
限

に
伸
ば
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

学
力
テ
ス
ト
で
子
ど
も
た
ち
を

競
争
に
追
い
立
て
る
こ
と
が
、 

の
放
射
性
焼
却
灰
の
処
分
場
に

関
す
る
件
の
、
４
項
目
に
つ
い

て
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

紙

面

の

関

係

で

３

項

目

を

紹

介

し
ま
す
。 

       

ほ
ん
と
う
の
学
力
向
上
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
か
。
競
争
的
な

教
育
は
、
失
敗
や
間
違
い
が
賞

賛
さ
れ
ず
に
避
難
さ
れ
、
他
人

の
評
価
が
い
つ
も
気
に
な
る
子

ど
も
を
つ
く
り
ま
す
。
茨
城
県

で
は
県
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
も

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

過
度
の
競
争
を
一
層
あ
お
る
全

国
学
力
テ
ス
ト
は
実
施
し
な
い

こ
と
を
求
め
ま
す
。 

【教
育
長
】 

平
均
点
な
ど
の
数

値
の
み
に
捉
わ
れ
た
競
争
主
義

に
陥
る
こ
と
な
く
、
調
査
の
意

義
を
十
分
理
解
し
て
学
力
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

【山
形
議
員
】 

福
島
第
一
原
発

事
故
は
、
原
発
の
持
つ
危
険
性

が
あ
ら
わ
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
小
・
中
学
校
で
用
い
ら
れ

て
い
る
文
科
省
の
副
読
本
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
「
放
射
線
は
身

近
に
あ
る
も
の
」
と
繰
り
返
し
、

内
部
被
ば
く
な
ど
の
危
険
性
を

過
小
評
価
し
て
い
ま
す
。
「
子

ど
も
自
身
で
考
え
る
」
力
を

 

育
て
る
た
め
に
、
真
実
を
し

っ
か
り
伝
え
る
必
要
が
あ
り
、

文
科
省
発
行
の
放
射
線
副
読
本

は
不
適
切
で
す
。 

          

【山
形
議
員
】 

東
海
第
二
原
発

が
近
く
に
あ
る
ひ
た
ち
な
か
市

で
は
、
「
再
稼
働
中
止
」
を
求

め
る
市
民
が
日
増
し
に
増
え
て

い
ま
す
。
原
発
に
頼
ら
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
地
域
で
起
こ
し

て
い
く
視
点
か
ら
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
置
に
補
助
金
の
実

施
を
求
め
ま
す
。 

          

【山
形
議
員
】 

福
島
第
一
原
発

事
故
後
の
３
月

15
日
朝
と

16
日
の
午
前
、
21
日
の
午
前

に
記
録
さ
れ
た
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
結
果
」
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

も
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
濃
度
が
高

か
っ
た
と
、
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
が
報
告
・
分
析
し
て

い
ま
す
。 

 

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状

腺
へ
の
影
響
は
数
年
後
に
現
れ

る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
も
早 

【教
育
長
】 

文
科
省
の
副
読
本

は
お
も
に
放
射
線
に
つ
い
て
解

説
・
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

が
発
行
し
た
副
読
本
（
原
子
力 

      

【答
弁
】 

設
置
費
用
の
低
価
格

化
や
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

で
、
概
ね

10
年
で
設
置
費
用

の
回
収
が
で
き
ま
す
。
ま
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促

進
は
国
の
政
策
で
す
す
む
も
の

で
あ
り
、
補
助
金
の
必
要
は
な

い
。 

----------------------- 

補
助
制
度
を 

実
施
し
て
い
る
市
町
村 

----------------------- 

 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
補 

      

期
に
甲
状
腺
超
音
波
検
査
を
お

こ
な
い
、
長
期
的
な
経
過
観
察

を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
健
康
へ
の
影
響
を

心
配
す
る
市
民
に
答
え
る
た
め

に
も
、
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。 

【答
弁
】 

ひ
た
ち
な
か
市
医
師

会
か
ら
「
本
市
が
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
地
域
で
あ
っ
た
根
拠
は
薄

い
こ
と
か
ら
、
検
査
は
必
要
な

い
が
、
他
市
町
村
の
検
査
結
果

を
踏
ま
え
、
長
期
的
な
展
望
で

経
過
を
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
県
や
市
医
師
会
の
考
え 

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と
併
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

        

助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
の

は
、
水
戸
市
・
日
立
市
・
土
浦

市
・
古
河
市
・
結
城
市
・
龍
ヶ

崎
市
・
下
妻
市
・
常
総
市
・
常

陸
太
田
市
・
高
萩
市
・
笠
間
市
・

つ
く
ば
市
・
鹿
嶋
市
・
常
陸
大

宮
市
・
筑
西
市
・
か
す
み
が
う

ら
市
・
神
栖
市
・
小
美
玉
市
・

大
洗
町
・
城
里
町
・
東
海
村
・

阿
見
町
・
八
千
代
町
・
五
霞
町

の

24
市
町
村
で
す
。 

 

（

12
年
５
月
８
日
現
在
） 

       

に
基
づ
き
、
健
康
調
査
の
予
定

は
な
い
が
、
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。 

    

対
象
は
１
才
か
ら

15
才

ま
で
。
検
診
施
設
は
村
立
東

海
病
院
、
茨
城
総
合
健
診
セ

ン
タ
ー
、
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
回
目
の
検
査
か
ら
、
約
３

年
後
に
２
回
目
の
検
査
を
お

こ
な
い
、
経
過
観
察
を
お
こ

な
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
。 

 

 

福
島
原
発
事
故

か
ら
１
年
８
ヶ
月
。

６
号
線
を
北
上
し

原
発
か
ら

15
キ

ロ
付
近
の
楢
葉
町

ま
で
行
き
ま
し
た

◆
辺
り
に
人
影
は 

な
く
、
田
畑
は
一
面
セ
イ
ダ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
で
覆
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
に
な
っ
て
も
明

か
り
が
灯
る
家
は
一
軒
も
な
く
、

ど
こ
で
ど
ん
な
避
難
生
活
を
し

て
い
る
の
か
と
考
え
る
と
胸
が

痛
く
な
り
ま
し
た
。
福
島
県
で

は

16
万
人
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
◆
市
民

か
ら
出
さ
れ
て
い
た
東
海
第
二

原
発
の
「
再
稼
働
中
止
」
「
廃

炉
」
を
求
め
る
４
件
の
請
願
・

陳
情
が
９
月
議
会
で
採
決
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
再
稼
働
中
止

を
求
め
る
請
願
１
件
が
「
趣
旨

採
択
（
意
見
書
は
出
さ
な
い
）
」
。

他
の
３
件
は
不
採
択
に
な
り
、

代
わ
り
に
議
員
提
案
の
意
見
書

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

「
再
稼
働
中
止
」
「
廃
炉
」
と

い
う
言
葉
が
ど
こ
に
も
見
当
た

り
ま
せ
ん
◆
原
発
が
事
故
を
起

こ
せ
ば
ど
う
な
る
か
、
福
島
の

現
状
を
み
れ
ば
誰
で
も
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
原
発
が
再
稼
働
す

れ
ば
、
処
理
方
法
の
な
い
使
用

済
み
核
燃
料
は
増
え
続
け
ま
す

◆
私
は
本
会
議
で
、
請
願
・
陳

情
が
不
採
択
に
な
っ
た
こ
と
と

議
員
提
案
の
意
見
書
に
つ
い
て
、

「
再
稼
働
中
止
」
「
即
時
原
発

ゼ
ロ
」
を
求
め
る
べ
き
だ
と
、

た
だ
ひ
と
り
反
対
討
論
を
お
こ

な
い
ま
し
た
◆
原
発
に
代
わ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域

密
着
型
の
産
業
で
あ
り
、
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
い

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

＜達絡先＞ 
ひたちなか市高野 536-5 
電話 029-285-3774（自宅） 
携帯 090-2528-6163 
 yamagatayumiko＠ybb.ne.jp

ど
の
子
も
「
生
き
る
力
」
を 

は
ぐ
く
む
教
育
の
実
現
を

原
発
依
存
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー 

活
用
の
早
期
実
現
を 

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
、 

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に 

い
じ
め
を 

 

生
み
出
さ
な
い 

 

教
育
行
政
を

30
人
以
下
学
級
の

実
現
を 

全
国
学
力
テ
ス
ト
は

 

実
施
し
な
い
こ
と 

文
科
省
発
行
の 

 

放
射
線
副
読
本
の

 

活
用
は
し
な
い
こ
と

住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
置
に
補
助
制
度
を

子
ど
も
の
甲
状
腺

 

検
査
の
実
施
を

東
海
村
で
実
施
し
ま
す 

こ え

９月定例会
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―２０１１年度決算について― 
 
 
 
 
 
 
 
 2011年度の決算認定について山形議員は、市民の要求が実現されて
いないと、一般会計決算、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療
事業の特別会計決算、勝田駅東口再開発事業など合わせて５件の議案
に反対し討論をおこないました。 
 一般会計・特別会計の歳入歳出予算規模は、過去最大の約976億円
となりました。東日本大震災関連予算は約 97 億６千万円計上しまし
たが、災害査定の遅れや、土木・建設業者の人手不足などで、約 45
億円の事業費を2012年度に繰り越しました。 
 一般会計では決算額が歳入総額で約608億円。歳出総額では565億
円となり繰越額が 26 億円。実質収支額（残金）は前年度より約５億
円多い16億５千万円でした。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 震災で被害を受けた住宅に対し、「リフォーム助成制度」で対応す
る自治体が増えている中で、市はしっかりと市民の声に耳を傾け予算
措置をはかるべきでした。 
 震災復興特別交付金は 47 億 3,040 万円交付されました。震災復興
をすすめる上で必要な交付金ですが、財源として所得税の値上げを25
年間、住民税が年間 1,000 円で 10 年間値上げされます。国の悪政に
よるものとはいえ、市民の負担増をまねいた決算に反対をしました。 
 

常陸那珂港建設は税金のムダ使い！ 
 
 常陸那珂港建設に負担金として、本市はこれまで47億9,400万円
支出しました。東京電力の火力発電所とコマツ・日立建機の専用ふ頭
になりつつある港湾建設が今後更にすすめば、本市は約100億、県費
は約2,744億円必要となります。教育費や福祉費を削ってまで建設を
すすめていいのでしょうか。阿字ヶ浦海岸の環境も悪化させているこ
とから、市としてこれ以上の建設はおこなわないよう求めるべきです。 
 

常陸那珂港区の全体事業及び2011年までの実施額（単位：百万円）

費  用 事 業 内 容 全体計画 11年までの実施額

国  費 
東防波堤、北防波堤 
岸壁、泊地など 

１４２，２００ ８７，４５６

一般会計 
岸壁、道路、緑地など 

１４６，５００ ７５，５６５
県  費 

起債事業 
 用地造成など 

２９６，０００ ９２，５３８

市町村負担金 
  ひたちなか市 
  東海村 

防波堤、岸壁など ２０，３００ ９，０８５

電力負担金 東防波堤、北防波堤 ７５，０００ ６９，３７２

その他の事業 
（電力負担金） 

電力用地造成 
灰処分場造成 

４６，７００ ４６，６２９

合    計 ７２６，７００ ３８０，６４５

                              H24.9.7 県港湾課資料 

企業優遇税制は、 
 地域経済や住民にとって有益か 

 
 市は産業集積促進奨励金として、11事業所に２億398万円の固定資
産分の税金のおまけをしました。これまで７億4,158万円支払ってい
ます。この事業の目的は、税収アップと地元雇用の促進ですが、その
実績は明らかにされていません。企業の誘致は大事ですが、税金のお
まけは、ほんとうに地域経済や住民にとって有益なのか説明責任を果
たす必要があります。 
 （財）日本立地センターのアンケート調査では、自治体の優遇策は
「あればいい」という程度であって、「交通の利便性、部品の調達が
優先される」という結果がでています。 

ひたちなか市産業集積奨励金交付企業 

企   業   名 従業員数

1 コマツ茨城工場 ９００

2 日立建機常陸那珂工場 ４３０

3 常陸建機常陸那珂臨港工場 ７４０

4 タツノ・メカトロニクス ３０

5 桃栄金属工業 ７５

6 大友運送 １５

7 タイカ ５２

8 モーターベイシック日立 ３２

9 川崎製作所 ３０

10 ウミノ ７

11 新熱工業 ４０
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高すぎる国保税の値下げを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国民健康保険事業特別会計決算では、税金の滞納者が約35％という
結果でした。その大きな原因は、国庫支出金が年々減らされているた
め国保税が上がり、「払いたくても払えない」状況が広がっているか
らです（ グラフ１参照 ）。国に対し国庫支出金の増額を強く求めな
ければなりません。 
 一方、市は滞納している322世帯に短期保険証を、また医療費を窓
口で全額支払う資格証明書を255世帯に発行しました。市民の福祉を
守る行政が、保険証を取り上げ、病気になっても病院に行けない状況
をつくり出してはいけません。資格証明書の発行はしないこと、そし
て実態をよく調査し対応することを求めました。 

 

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
民
は
住
民

税
だ
け
で
７
億
４
千
万
円
の
新
た
な
負
担
増
と
な

り
ま
す
。
実
施
の
25
年
間
で
は
全
体
で
個
人
・中

小
企
業
者
は
８
兆
円
の
増
税
に
対
し
、
な
ん
と
大

企
業
・大
資
産
家
は
20
兆
円
の
減
税
。
大
企
業
・

大
資
産
家
優
先
の
政
治
は
許
せ
ま
せ
ん
。 


